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お揃いのお洋服でニコッ！（すくすく広場）

平成25年

第３回定例会

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
25
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
、
各
会
計
決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
規
約
変
更
、
人
事

案
件
が
上
程
さ
れ
、
決
算
認
定
を
除
く
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
）

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
７
件
の
意
見
書
を
提
出
し
、
す
べ
て
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
質
問
は
、
※
試
験
的
に
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
、
５
名
の
議
員
が
防
災
対
策
、
観
光
施
策
、
公
共
事
業
、
農
業

施
策
、
原
発
対
策
、
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
考
え
を
問
い
質た
だ

し
ま
し
た
。
（
※
詳
細
は
、
16
㌻
に
掲
載
）想

定
し
た
場
合
に
、
平
屋
建

て
の
備
蓄
庫
で
対
応
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　

平
成
22
年
度
に
作

成
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
水
の
深
さ
が
0.0
〜

0.5
㍍
の
浸
水
区
域
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
だ

け
の
高
さ
を
設
定
し
た
上
で

の
設
計
を
考
え
て
い
る
が
、

津
波
は
想
定
し
て
い
な
い
。

防
災
用
備
蓄
庫
に

つ
い
て
、
津
波
を

横 関

企
画
課
長

・一般会計（５回目の補正）

1億1939万3000円 増 30億4468万9000円
・後期高齢者医療特別会計（２回目の補正）

16万9000円 増 6171万7000円

補 正 額 予 算 総 額

平成25年度会計　補正の結果

補
正
予
算

週
５
日
開
設
で
子
育
て

中
の
家
庭
を
支
援

??
質
疑
あ
れ
こ
れ
!!

広
場
と
の
相
違
点
は
何
か
。

　
　
　
　

す
く
す
く
広
場
は

週
１
日
の
１
日
２
時
間
で
あ

る
が
、
今
回
の
事
業
は
週
５

子
育
て
支
援
拠
点

事
業
と
す
く
す
く

住
民
課
長

上 村

　

一
般
会
計
予
算
は
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
に
係

る
運
営
者
へ
の
補
助
金
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
破
砕
設
備

工
事
費
、
平
内
団
地
解
体
工

事
費
、
防
災
用
備
蓄
倉
庫
設

計
委
託
料
な
ど
の
増
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
周
知
に
係

る
広
報
費
の
増
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

日
、
１
日
５
時
間
行
う
。
保

育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
親
子
を
対
象
に
し
た
す

く
す
く
広
場
の
補
完
的
事
業

と
し
て
実
施
し
、
保
育
士
を

新
た
に
配
置
す
る
。
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12月に開設
親子で遊べる施設

子育て家庭を支援

子
育
て
親
子
の

交
流
の
場
オ
ー
プ
ン
へ

　

防
災
資
機
材
等
の
整
備
を
図
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
防
災
用
備
蓄
庫
の
設
計
を
行

い
、
来
年
度
は
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

建
設
場
所
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
側
に
あ
る
旧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
備
蓄
倉
庫
棟
と

燃
料
庫
棟
を
建
設
し
、
車
両
３
台
、
発
電
機
、
ヒ
ー
タ
ー
、
食
料
品
、
毛
布
等
の
保
管

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
防
災
用
備
蓄
庫
を
２
か
年
で
整
備

　

現
在
、
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
「
す
く
す
く
広
場
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
子
育
て
拠
点
事
業
の
要
件
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、　
　

よ
い
ち
福
祉
会
に
き
保

育
園
よ
り
事
業
の
一
助
に
な
り
た
い
と
、
同
法
人
が
所
有
す
る
北
町
１
丁
目
の
民
家
を

改
修
し
、
本
年
12
月
１
日
の
事
業
開
始
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
親
子
の
交
流
の
場
の
提
供
と
促
進
、
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
や
援

助
の
実
施
、
地
域
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供
、
子
育
て
等
に
関
す
る
講
演
会
開
催
の
４

点
を
基
本
事
業
と
し
、
職
員
２
名
体
制
で
週
５
日
・
１
日
５
時
間
の
開
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉

法　
　

人

教育委員に瀨野さん

固定資産評価審査委員に河井さん

お知らせ

瀨野教育委員は、職務上の都合に
より、平成25年10月15日をもって
辞職されました。

　

教
育
委
員
に
瀨
野
さ
ん
を

再
任
す
る
こ
と
に
対
し
、
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

瀨せ   

野の   

淳じ
ゅ
ん   

一い
ち   

さ
ん

（
銀
山
１
丁
目
）

◆
教
育
委
員

　

河か
わ   

井い   　

   

猛た
け
し   

さ
ん

（
大
江
２
丁
目
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

人

事
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
河
井
さ
ん
を
再
任
す
る
こ

と
に
対
し
、
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長のののののの

行政報告行政報告行政報告
administrative report
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◆実質公債費比率（早期健全化基準 25.0）

◆将来負担比率（早期健全化基準 350.0）

◆実質赤字比率（早期健全化基準 15.0）

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準 20.0）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － － －

※本町は黒字なので算定されない。

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － － －

21年度 22年度 23年度 24年度

１８．３ １７．２ １６．９ １５．４

21年度 22年度 23年度 24年度

９９．２ ６４．０ ６２．４ ６２．２

※本町は黒字なので算定されない。

◇実質赤字比率は、一般会計の赤字の程

度を指標化し財政運営の深刻度を示すも

のです。

◇連結実質赤字比率は、一般会計と特別

会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度

を指標化し、運営の深刻度を示すもので

す。

◇実質公債費比率は、借入金の返済額及

びこれに準ずる額の大きさを指標化し、

資金繰りの危険度を示すものです。

◇将来負担比率は、一般会計の借入金や

将来支払っていく可能性のある負担等を

現時点での残高の程度を指標化し、将来

財政を圧迫する可能性が高いかどうかを

示すもので、この４指標の一つでも基準

を超えた場合には、早期健全化計画を定

め、自主的にかつ計画的に財政の健全化

を図らなければなりません。

◇資金不足比率は、公営企業の資金不足

を公営企業の事業規模である料金収入の

規模と比較して指標化し、経営状態の深

刻度を示すもので、基準を超えた場合に

は、経営健全化計画を定め、自主的にか

つ、計画的に経営の健全化に努めなけれ

ばなりません。

おしえて！ギモン博士！

健全化判断比率、

　　資金不足比率とは
　

町
は
毎
年
度
、
健
全
化
判

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
、

そ
の
意
見
を
付
け
議
会
に
報

告
し
、
か
つ
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
で

は
、
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
が
、
前
年
度
に

比
べ
、
若
干
改
善
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 報

告

簡
易
水
道
会
計
は
黒
字

財政状況  改善傾向にあり
健全化判断比率及び資金不足比率

そ
の
他
の
議
案

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
を
変
更
す
る

た
め
の
協
議全

員
賛
成
で
可
決

決
算
認
定

決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
審
査

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
及

び
３
特
別
会
計
の
決
算
認
定

は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
、
閉
会
中
に
審
査
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

◇
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

嶋
田　
　

茂

副
委
員
長　

大
野　

雅
義

※
議
長
及
び
議
選
監
査
委
員

　

を
除
く
７
名
の
委
員

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
の

資
金
不
足
比
率
は
、
黒
字
の

た
め
、
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

野
崎
議
員

住
吉
議
員

嶋
田
議
員

宮
本
議
員

大
野
議
員

林　

議
員

上
村
議
員

横
関
副
議
長

山
下
議
長

議決結果

道州制導入に断固反対する意見書 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● － 原案可決

平成25年第３回定例会
審議した議案と賛否の公表

99-04.indd   4 2013/11/07   9:38:39
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Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
重
大
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

国・政府への意見書

そ
の
他
の
意
見
書

◇
地
方
財
政
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書

　
提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
賛
成
議
員　

住
吉　

英
子

全
員
賛
成
で
可
決

◇
大
規
模
地
震
等
災
害
対
策

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

◇
若
い
世
代
が
安
心
し
て
就

労
で
き
る
環
境
等
の
整
備
を

求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

全
員
賛
成
で
可
決

◇
北
海
道
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
創
設
を
求
め
る

意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

原
因
究
明
と

安
全
運
行
を
要
望

意

見

書

　

一
連
の
重
大
事
故
・
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

へ
の
信
頼
は
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
、

事
故
原
因
の
徹
底
究
明
と
事

故
防
止
策
の
作
成
と
情
報
公

開
、
車
両
・
設
備
の
更
新
に

必
要
な
技
術
的
・
財
政
面
の

支
援
強
化
等
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
も
の
で
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

◇
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
重
大
事
故

ト
ラ
ブ
ル
の
徹
底
し
た
原
因

究
明
と
安
全
運
行
を
求
め
る

意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

鳥
獣
・
海
獣
被
害
防
止

対
策
の
充
実
を
要
望

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

　

道
州
制
は
、
事
務
権
限
の
受
け
皿
と
い
う
名
目
の
下
、
ほ

と
ん
ど
の
町
村
に
お
い
て
は
、
事
実
上
の
合
併
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
上
、
道
州
は
も
と
よ
り
再
編
さ
れ
た

基
礎
自
治
体
は
、
現
在
の
市
町
村
や
都
道
府
県
に
比
べ
、
住

民
と
行
政
と
の
距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
、
住
民
自
治
が
衰

退
し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
州
制

を
導
入
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
賛
成
５
・
反
対
３
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

◇
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

林　
　

正
一

　

野
生
鳥
獣
及
び
海
獣
に
よ
る
農
作
物
・
漁
業
被
害
は
深
刻

化
し
、
被
害
は
経
済
損
失
に
止
ま
ら
ず
、
農
林
漁
業
者
の
意

欲
減
退
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
海
洋
生
態
系
に
著
し
く
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
の
予
算
拡
充
、
狩
猟
者
の
確
保
・
育
成
対
策
の
強
化

支
援
、
海
獣
被
害
に
対
す
る
防
除
対
策
の
推
進
等
を
要
望
す

る
も
の
で
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◇
鳥
獣
・
海
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

野 

崎 

議 

員

野
崎
①
防
災
予
防
計

画
を
見
る
と
、

実態に応じて整備していく町長

防
災
対
策

混乱のない避難道の確保を
安全に避難することが大切！

町
長

野崎　明廣 議員

銀
山
学
園
及
び
え
ん
れ
い
そ

う
が
崖
崩
れ
危
険
区
域
に
隣

接
し
て
い
る
。
計
画
で
は
、

危
険
区
域
範
囲
や
予
想
さ
れ

る
被
害
数
字
が
入
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
直
接
建
物
に

被
害
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
が
、
危
険
区
域
に
非

常
に
近
い
。
し
か
も
、
こ
の

施
設
と
道
道
を
結
ぶ
町
道
は

４
ｍ
幅
の
一
本
の
み
で
、
冬

季
間
は
降
雪
の
た
め
道
幅
が

狭
く
な
り
、
施
設
か
ら
駅
へ

向
か
う
町
道
は
、
冬
期
間
通

行
止
と
な
る
。
町
長
は
、
被

害
発
生
、
又
は
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
避
難
が

必
要
と
認
め
る
地
域
住
民
、

滞
在
者
、
関
係
者
に
対
し
、

避
難
の
た
め
の
準
備
情
報
を

建
設
課
長

銀山学園と道道を結ぶ町道銀山停車場線

発
令
し
、
立
退
勧
告
や
立
退

指
示
を
す
る
と
避
難
対
策
計

画
で
言
っ
て
い
る
が
、
４
ｍ

幅
の
一
本
道
で
多
く
の
施
設

利
用
者
が
混
乱
す
る
こ
と
な

く
、
避
難
で
き
る
の
か
。

②
町
内
に
あ
る
各
施
設
の
避

難
道
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
地
域
防
災
計

画
で
は
、
「
避

難
者
の
誘
導
は
仁
木
消
防
、

消
防
団
、
警
察
官
の
協
力
を

得
て
、
避
難
の
途
中
で
危
険

が
あ
る
場
合
等
は
、
車
両
、

舟
艇
等
そ
の
他
適
宜
な
方
法

に
よ
り
移
送
を
行
い
、
ま
た

被
災
地
が
広
域
で
大
規
模
な

避
難
、
立
ち
退
き
を
要
し
、

町
に
お
い
て
処
置
で
き
な
い

と
き
は
道
に
対
し
応
援
を
求

め
実
施
す
る
」
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
道
、
消
防
、
警

察
及
び
自
衛
隊
等
の
関
係
機

関
と
連
携
の
上
、
避
難
誘
導

を
行
う
。

②
施
設
利
用
者
や
障
が
い
者

等
災
害
時
要
援
護
者
は
、
避

難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
町
で
は
早
め
に
余
裕
を

も
っ
て
避
難
準
備
情
報
発
令

し
て
避
難
行
動
を
求
め
、
避

難
準
備
行
動
に
対
す
る
避
難

所
の
開
設
及
び
誘
導
等
援
護

を
行
う
。
１
点
目
を
含
め
、

今
後
更
に
各
施
設
の
状
況
を

把
握
し
、
調
査
・
研
究
を
し

た
上
で
実
態
に
応
じ
て
整
備

を
行
う
。

大
江
２
丁
目
に

崖
崩
れ
防
護
フ

野
崎

ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
い
る
が

再
確
認
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
危
険
箇

所
が
他
に
も
あ
る
の
か
。

大
江
２
丁
目

の
町
道
馬
群

別
線
は
延
長
２
７
０
０
ｍ
あ

り
、
そ
の
う
ち
９
０
０
ｍ
の

範
囲
で
落
石
の
発
生
が
見
受

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
部

の
岩
盤
箇
所
に
防
護
柵
を
設

置
し
た
。
ま
た
、
町
道
銀
山

駅
下
線
は
、
路
線
の
山
を
開

削
し
て
整
備
し
て
い
る
区
間

の
法
面
が
急
勾
配
で
あ
る
た

め
、
融
雪
時
に
落
雪
の
発
生

を
確
認
し
て
い
る
。

冬期間は通行止となる町道銀山駅下線
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

大 

野 

議 

員

◇旅行・ホテル業界では、外国人旅行

者を自国へ誘致することの意味を指し

ます。日本では、海外から日本へ来る

観光客のことを言います。

◇本年８月27日に「小樽・北後志広域

インバウンド推進協議会」が設立され

たことから、北後志６市町村が連携し

て、地域資源の有効活用を図ることや

積極的なインバウンドプロモーション

活動を展開します。

おしえて！ギモン博士！

インバウンドとは

農
業
を
含
め
た
観
光
産
業
の
推
進
を

果
実
の
ま
ち
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
！

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
重
点
に
取
り
組
む

町
長

大
野

町
長

大野　雅義 議員

本
町
は
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま

れ
、
四
季
折
々
の
果
物
が
観

光
資
源
で
あ
る
。
札
幌
圏
に

近
い
こ
と
か
ら
、
観
光
農
園

で
の
果
物
狩
り
に
毎
年
多
く

の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
社
会
情

勢
か
ら
、
観
光
客
も
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
。
改
め
て
町

の
観
光
拠
点
と
な
る
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
や
観
光
管
理
セ
ン

タ
ー
の
現
状
を
検
証
し
、
町

が
主
体
と
な
り
観
光
協
会
の

関
係
機
関
と
共
に
、
課
題
解

決
に
向
け
た
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。
町
長
は
、
農
業
所

得
倍
増
計
画
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
農
業
を
含
め
た

観
光
産
業
の
推
進
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
振
興
を
図

る
た
め
、
平
成

25
年
度
か
ら
５
か
年
を
計
画

期
間
と
す
る
観
光
振
興
計
画

を
４
月
策
定
し
、
果
樹
等
の

地
域
資
源
の
活
用
を
し
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
を
重
点
的
に
取
り
組
む
。

主
に
、
農
業
や
観
光
関
連
施

策
と
の
連
携
、
参
加
体
験
型

観
光
の
促
進
、
水
洗
ト
イ
レ

の
普
及
・
促
進
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
製
作
、
定
住
自
立
圏
で
の

取
り
組
み
や
北
後
志
観
光
連

盟
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
案

内
の
強
化
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
観
光
客
へ
の
心
温

か
い
お
も
て
な
し
を
行
い
、

更
に
は
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

や
観
光
管
理
セ
ン
タ
ー
を
含

め
、
新
た
な
観
光
拠
点
づ
く

り
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究

を
行
う
。
ま
た
、
観
光
関
係

者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
産

業
や
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
施
策
を

考
え
て
い
く
。

海
外
か
ら
の
観

光
客
を
本
町
へ

呼
び
込
む
こ
と
は
、
考
え
て

い
る
の
か
。

大
野

小
樽
・
北
後

志
広
域
イ
ン

企
画
課
長

バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
地
域
の
資
源
の
有
効

活
用
を
図
り
、
ま
た
、
積
極

的
な
※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し

て
、
地
域
内
の
外
国
人
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

役
場
職
員
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光

業
者
も
含
め
、
人
材
育
成
が

大
野

一
番
大
事
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
は
。こ

れ
か
ら
の
農

業
を
支
え
て
い

け
る
人
材
育
成
を
構
築
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。
先
日
、
新
規
就
農
者

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
作
物
を
作
る

な
ど
し
て
、
貴
重
価
値
を
付

け
、
世
間
に
売
り
出
す
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

近
い
う
ち
に
新
規
就
農
者
や

ベ
テ
ラ
ン
農
業
者
も
含
め
、

本
町
で
戦
っ
て
い
け
る
農
作

物
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
農

業
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

町
長

観光施策

うまいもんじゃ祭り（10/6 フルーツパークにき）
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我
が
国
は
、
高

度
経
済
成
長
期

町
長

住
吉

日常的な維持管理に努めていく町長

橋梁老朽化対策の促進を
予防保全で安全とコスト抑制！

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

住 

吉 

議 

員

公
共
事
業 住吉　英子 議員

に
社
会
資
本
の
整
備
が
急
速

に
進
ん
だ
が
、
約
50
年
が
経

過
し
、
道
路
や
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

な
ど
、

経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

国
は
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン

フ
ラ
対
策
に
つ
い
て
、
単
に

新
し
い
構
造
物
を
造
る
公
共

事
業
と
は
違
い
、
命
を
守
る

公
共
事
業
の
視
点
を
貫
き
、

イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
が
激
し
く

な
る
前
に
予
防
保
全
を
行
う

こ
と
で
、
維
持
更
新
コ
ス
ト

の
抑
制
や
ば
ら
ま
き
と
な
ら

な
い
よ
う
総
点
検
を
踏
ま
え

た
上
で
、
事
業
の
優
先
順
位

を
つ
け
て
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。
防
災
・
減
災
の
観
点

か
ら
も
社
会
資
本
の
老
朽
化

対
策
は
急
務
で
あ
り
、
本
町

で
管
理
し
て
い
る
道
路
、
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

、
河
川
等
の
イ
ン
フ
ラ
も

老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

①
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
耐
用
年
数
、
②
経

年
劣
化
を
把
握
す
る
た
め
の

点
検
方
法
、
③
経
年
劣
化
が

判
明
し
た
場
合
の
対
応
策
、

以
上
３
点
に
つ
い
て
、
本
町

の
現
状
及
び
見
解
は
。

①
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
構
造

で
は
50
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
実
態
は
地
震
被
害
等

に
よ
る
基
準
の
見
直
し
に
よ

り
、
建
設
年
度
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
る
。

②
平
成
21
年
度
に
、
目
視
に

よ
る
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

点
検
調
査
を
実
施

し
、
異
常
箇
所
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
る
。

③
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画

で
は
、
修
繕
を
必
要
と
す
る

橋
が
６
橋
、
経
過
監
視
す
る

橋
が
13
橋
あ
る
。
修
繕
が
必

要
な
６
橋
の
う
ち
、
漁い

ざ
り
べ
つ別

橋

は
平
成
24
年
度
に
右
岸
橋
台

護
岸
補
修
工
事
を
実
施
、
月

見
橋
は
本
年
度
と
来
年
度
で

補
修
工
事
を
実
施
す
る
。
残

り
４
橋
は
、
来
年
度
以
降
に

順
次
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
橋
長
２
ｍ
以
上
15

ｍ
未
満
の
48
橋
は
、
計
画
策

定
中
で
あ
り
、
修
繕
が
必
要

な
橋
が
あ
っ
た
場
合
は
、
追

加
し
修
繕
を
行
い
、
５
年
ご

と
の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

定
期
点
検
を
予
定

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
健
全
な

状
態
を
保
つ
た
め
、
日
常
的

な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

本
町
で
管
理
し

て
い
る
67
橋
の

住
吉

う
ち
、
建
設
後
50
年
を
経
過

し
て
い
る
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

は
９
橋
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
他
の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
経
過
年
数
は
。

建
設
後
30
年

未
満
の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

建
設
課
長

は
20
橋
、
50
年
未
満
は
38
橋

あ
る
。

５
年
ご
と
の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
定
期
点
検

住
吉

は
、
全
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

を
対
象
と
し
て

い
る
の
か
。
安
全
の
た
め
に

も
、
予
防
保
全
に
よ
る
老
朽

化
対
策
の
促
進
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

５
年
ご
と
に

全
67
橋
を
点

建
設
課
長

検
す
る
予
定
で
あ
る
。

きょうりょう

右岸橋台護岸補修工事が完了した漁別橋

２か年で補修工事を実施する月見橋
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農業施策

本
町
の
特
産
物
で
６
次
産
業
化
を

ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
商
品
開
発
が
必
要
！

早
急
に
取
り
組
ん
で
行
く

町
長

総
合
計
画
の
実

践
に
あ
た
り
、

嶋
田

町
長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

嶋 

田 

議 

員

嶋田　　茂 議員

次
の
項
目
に
対
す
る
町
長
の

見
解
は
。

①
活
力
あ
る
農
業
経
営
体
の

育
成
と
は
、
ど
の
よ
う
な
政

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
営
農
指
導
の
強
化

と
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
う
の
か
。

②
雇
用
労
働
力
の
確
保
、
新

規
就
農
者
へ
の
指
導
の
強
化

と
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
で

本
町
の
諸
問
題
を
解
決
し
て

い
く
の
か
。

③
本
町
の
生
産
物
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

①
人
と
農
地
の

問
題
の
一
体
的

な
解
決
を
目
指
し
て
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
担

い
手
の
育
成
や
農
業
委
員
会

と
連
携
し
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
に
努
め
て
い
る
。

　

更
に
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
と

連
携
し
、
水
稲
・
花か

き卉
ハ
ウ

ス
助
成
、
地
力
増
進
対
策
、

桜お
う
と
う桃
結
実
促
進
事
業
、
畦
畔

除
去
等
に
よ
る
区
画
拡
大
、

暗
渠
排
水
等
の
農
地
整
備
を

進
め
る
、
農
業
体
質
強
化
基

盤
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。

②
本
町
の
基
幹
農
産
物
は
、

収
穫
・
調
整
に
多
く
の
労
働

力
が
必
要
と
さ
れ
、
雇
用
労

働
力
の
確
保
が
極
め
て
重
要

な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
や
商
工
会
等

へ
の
協
力
に
努
め
、
新
た
な

雇
用
労
働
力
の
確
保
は
、
調

嶋
田

嶋
田

町
長

農
政
課
長

農
政
課
長

嶋
田

査
・
研
究
を
行
う
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
指
導
の

強
化
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
受
入
時
の
相
談
、
研
修

先
の
紹
介
及
び
就
農
後
の
指

導
を
進
め
て
行
く
。

③
道
外
市
場
へ
の
販
路
が
拡

大
し
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

桜お
う
と
う桃

を
中
心
に
、
常
に
本
町

産
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

私
自
ら
が
営
業
マ
ン
と
な
っ

て
、
町
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
う
。

担
い
手
へ
の
農

地
集
積
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

高
齢
化
が
進
み
、
遊
休
地
が

増
え
て
い
る
中
で
、
若
い
青

年
等
が
今
後
農
業
を
担
う
中

で
面
積
を
増
や
し
た
く
て
も

増
や
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

水
田
の
集
約

は
、
賃
貸
等

で
進
ん
で
い
る
が
、
畑
は
進

ん
で
い
な
い
。集

積
を
す
る
こ

と
に
よ
り
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
が
、
こ
の
交

付
対
象
農
地
は
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
団
体
、
又
は
農
地

保
有
合
理
化
法
人
へ
の
10
年

以
上
の
信
任
を
行
っ
た
自
作

地
と
な
っ
て
い
る
。
道
内
で

は
１
５
２
市
町
村
が
加
盟
し

後
志
管
内
で
は
11
町
村
が
加

盟
し
て
い
る
が
、
本
町
は
ど

う
な
の
か
。
早
急
に
設
立
す

べ
き
と
考
え
る
。本

町
で
は
、

ま
だ
円
滑
化

団
体
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

動
い
て
い
な
い
。

本
町
の
ブ
ラ
ン

ド
を
強
化
す
る

に
は
、
商
品
開
発
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
特

産
物
を
６
次
産
業
化
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

こ
れ
か
ら
の
農

業
者
は
、
生
産

者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
販

売
に
加
工
と
、
そ
れ
ぐ
ら
い

ま
で
に
至
れ
る
よ
う
、
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本町の特産物・さくらんぼ
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

上
村
東
日
本
大
震
災

と
福
島
原
発
事

現在、調査・研究中である町長

原
発
対
策

代替エネルギーの検討を
原発ゼロを目指して！

上村智恵子 議員

町
長

故
か
ら
２
年
半
、
相
次
ぐ
汚

染
水
流
出
の
発
覚
で
福
島
の

漁
業
者
は
窮
地
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
汚
染
水
の
増
加
は

深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
い
く

ら
安
全
基
準
を
満
た
し
た
と

は
い
え
、
原
発
の
燃
料
そ
の

も
の
が
危
険
で
あ
り
、
安
心

で
き
な
い
。

①
地
震
・
津
波
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の

異
常
気
象
で
は
、
突
然
の
大

雨
・
竜
巻
な
ど
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
泊
発

電
所
に
お
い
て
、
８
月
27
日

の
大
雨
で
３
号
機
地
下
２
階

フ
ロ
ア
は
１
ｍ
の
水
が
流
れ

込
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
。
本災害対策本部員会議（10/8　原子力防災訓練）

町
に
は
、
ど
の
よ
う
な
説
明

が
あ
っ
た
の
か
。

②
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
に
は

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

あ
る
。
各
町
村
に
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る

の
か
。

③
町
長
の
原
発
に
対
す
る
見

解
は
。

①
３
号
機
補
助

建
屋
周
辺
で
の

土
の
入
替
工
事
の
際
に
、
掘

っ
た
穴
か
ら
補
助
建
屋
内
に

計
１
８
５
㎥
の
雨
水
が
浸
水

し
、
こ
の
う
ち
約
15
㎥
が
放

射
線
管
理
区
域
内
に
進
入
し

た
と
の
説
明
を
受
け
た
。
私

は
、
補
助
建
屋
内
の
放
射
線

管
理
区
域
内
に
雨
水
が
浸
入

し
た
こ
と
は
、
多
重
防
護
の

観
点
か
ら
も
懸
念
を
感
じ
、

な
お
一
層
の
安
全
対
策
を
強

く
要
請
し
た
。

②
原
発
ゼ
ロ
に
向
か
う
取
り

組
み
と
し
て
、
町
と
し
て
も

地
域
の
豊
富
な
資
源
を
活
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
段
階
的
に
導
入
し
て
い
き

た
い
。
具
体
的
に
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
太
陽
光
、
地

中
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
活
用
が
で
き
な
い
も
の

か
と
、
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

③
地
震
の
多
い
日
本
で
は
、

安
全
対
策
を
更
に
高
め
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
現
在

も
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
等

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
考
え
て
も
、
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
開
発
さ
れ
る
ま
で

の
過
渡
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

過
ぎ
ず
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
策
は
、
長
期
的
に
は
原

発
ゼ
ロ
に
向
け
て
舵
を
切
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

後
志
地
域
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル

企
画
課
長

上
村

小水力発電（山梨県都留市）

ギ
ー
の
資
源
活
用
の
可
能
性

を
検
討
す
る
会
議
で
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

平
成
24
年
度

は
、
主
に
小

水
力
発
電
に
つ
い
て
、
検
討

を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き

平
成
25
年
度
は
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。
会

議
の
中
で
は
、
そ
の
他
の
太

陽
光
、
風
力
、
地
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
地
産
地
消
の
関
係
な

ど
、
活
用
法
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
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福祉施策

助
成
制
度
で
安
定
し
た
冬
の
生
活
を
！

灯
油
価
格
の
高
騰
を
考
慮
し
、
今
後
取
り
組
む

町
長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

今
年
の
冬
も
シ

リ
ア
情
勢
の
悪

上
村

町
長

化
で
、
灯
油
の
値
上
げ
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
、
介
護
保
険
料
や
国
保
税

の
負
担
増
に
よ
り
、
特
に
高

齢
者
・
低
所
得
者
に
と
っ
て

は
、
厳
し
い
冬
に
な
る
と
考

え
る
。

　

今
ま
で
の
福
祉
灯
油
助
成

事
業
は
、
全
道
の
市
町
村
の

動
向
を
見
て
、
最
後
に
決
め

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
道

の
地
域
政
策
総
合
交
付
金
を

利
用
し
て
基
準
を
定
め
、
事

業
確
立
す
れ
ば
、
冬
の
生
活

へ
の
不
安
が
少
し
で
も
緩
和

さ
れ
る
。
高
齢
者
や
低
所
得

者
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
事
業
の
恒
常
化
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

灯
油
助
成
事
業

は
、
平
成
20
年

度
と
24
年
度
に
福
祉
灯
油
助

成
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

　

実
施
に
至
っ
た
経
緯
は
、

高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世

帯
、
母
子
世
帯
な
ど
低
所
得

世
帯
を
対
象
に
、
原
油
等
価

格
高
騰
対
策
の
一
環
と
し
て

補
助
し
た
も
の
で
あ
り
、
対

象
と
な
ら
れ
た
方
々
の
冬
期

間
の
安
定
し
た
暮
ら
し
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
に
住
む
者
に
と
っ

て
灯
油
価
格
の
高
騰
は
、
家

庭
生
活
に
直
接
影
響
す
る
大

き
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に

灯
油
は
冬
期
間
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
灯

油
価
格
は
不
透
明
な
状
況
で

あ
り
、
求
め
や
す
い
価
格
が

続
く
よ
う
期
待
す
る
が
、
現

段
階
で
は
今
後
の
推
移
を
見

灯
油
助
成
事
業
の
毎
年
度
実
施
を

今冬の灯油価格が気になります（然別生活館）

◇低所得者世帯等に対し、灯油購入費の一部、

１万円を助成することにより、冬期間の生活を

支援することを目的とした事業で、平成20年度

及び24年度に実施しました。

◇平成24年度に実施した「ぬくもり灯油助成事

業」は、３月８日から29日までを助成申請受付

期間とし、203件の申請受付を行い、助成要件

を確認した結果、194件が助成決定となりまし

た。

◇助成決定194件の内訳は、70歳以上の者だけ

の世帯を対象とした高齢者世帯が183件、身体

障害者手帳１級及び２級、療育手帳Ａ判定、若

しくは精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受

けている者を含む世帯を対象とした重度障がい

者世帯が６件、18歳未満の子どもとその父母、

又は母のいずれか一方によって構成されている

世帯を対象としたひとり親世帯が５件でありま

した。

おしえて！ギモン博士！

灯油助成事業とは

上
村

極
め
、
事
業
の
制
度
化
を
視

野
に
入
れ
判
断
す
る
。

平
成
24
年
度
に

実
施
さ
れ
た
灯

油
助
成
事
業
の
申
請
期
間
は

３
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で
と

短
く
、
申
請
期
間
に
余
裕
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
申
請
し
た

か
っ
た
方
も
多
く
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

全
道
の
市
町
村
の
動
向
を

町
長

見
極
め
る
の
で
は
な
く
、
本

町
の
基
準
を
設
け
、
事
業
の

恒
常
化
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
と
し
て
も
、

灯
油
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
間
は
助
成
す
べ

き
と
考
え
る
。
そ
の
辺
も
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。
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委員会研修Report

地域住民の声を反映したコミセンづくり

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

◇10月１日～４日の日程で、コミュニティ施設整備事業、デマンド交通システム事業の研修視察を実施しました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

　

現
在
、
大
江
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
計
画
が
あ
り
、
今
年
度
は
基
本
設
計
を
行
い
、
大
江

地
区
の
地
域
住
民
と
協
議
を
重
ね
て
実
施
す
る
と
の
こ
と

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
を
先
進
的
に
実
施

し
て
い
る
山
形
県
酒
田
市
（
防
災
施
設
）
、
栃
木
県
高
根

沢
町
（
保
育
所
併
設
）
の
２
市
町
に
お
い
て
、
研
修
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
大
江
地
区
に
建
設
さ
れ
る

コ
ミ
セ
ン
は
、
地
区
の
防
災

拠
点
施
設
と
な
る
こ
と
か
ら

防
災
資
機
材
庫
の
設
置
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
意
見
を
反
映

し
た
コ
ミ
セ
ン
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
交

上
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
防
災
セ
ン
タ
ー
（
防
災
）

◇
酒
田
市
上
田
地
区
に
は
、

地
域
住
民
が
体
育
館
を
学
校

開
放
で
利
用
し
て
い
た
上
田

小
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
９
年
３
月
末
で
閉
校
し

た
た
め
、
新
た
に
上
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
旧
小
学
校
の
体
育

館
は
渡
り
廊
下
で
繋
ぎ
、
講

堂
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事

務
室
、
研
修
室
、
会
議
室
、

調
理
室
、
集
会
室
を
整
備
し

全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災

拠
点
施
設
の
位
置
付
け
か
ら

防
災
資
機
材
庫
を
併
設
し
、

移
動
式
炊
飯
器
、
緊
急
用
浄

水
装
置
、
可
動
式
小
型
ポ
ン

プ
等
の
災
害
対
応
備
品
等
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
に
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
熱

利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
の
過
疎
集
落

等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業

に
お
い
て
、
高
齢
者
等
の
移

動
を
支
援
す
る
生
活
交
通
の

実
証
実
験
事
業
を
申
請
し
て

い
ま
す
。
交
通
弱
者
の
足
と

な
る
に
は
、
ど
の
交
通
手
段

が
最
適
な
の
か
。
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
事
業
を
先
進

的
に
実
施
し
て
い
る
栃
木
県

茂
木
町
に
お
い
て
、
研
修
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

流
が
活
発
に
な
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
推
進

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

と
同
様
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
の
施
設
づ
く
り
を

推
進
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

現在は講堂として利活用されている旧上田小学校体育館

防災資機材庫（上田コミュティ防災センター）

行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
、
利
用
し
た

い
便
の
30
分
前
ま
で
に
予
約

を
行
い
、
住
ん
で
る
エ
リ
ア

内
及
び
各
エ
リ
ア
か
ら
市
街

地
エ
リ
ア
へ
の
移
動
は
、
基

本
料
金
３
０
０
円
で
、
ど
こ

で
も
乗
降
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
茂
木
町
は
本
町
と
同
じ
縦

長
の
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

路
線
バ
ス
運
行
に
不
向
き
な

山
間
の
地
域
や
交
通
空
白
地

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
デ
マ

ン
ド
交
通
に
移
行
し
た
と
こ

ろ
、
目
標
利
用
者
数
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

停
留
所
が
決
め
ら
れ
て
い

る
バ
ス
は
、
山
間
部
や
交
通

不
便
地
に
住
む
利
用
者
に
と

っ
て
は
使
い
勝
手
が
悪
く
、

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
現
状
を
考
え
る
と
、
フ
ル

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
需
要

が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。
町

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
公

共
交
通
の
検
討
の
必
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

gikai99.indd   12 2013/10/30   13:24:40
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総務経済

常任委員会 地域住民の声を反映したコミセンづくり
上
高
根
沢
ふ
れ
あ
い

　
　
セ
ン
タ
ー
（
保
育
園
）

◇
高
根
沢
町
で
は
、
平
成
５

年
度
か
ら
公
立
保
育
園
（
４

か
所
）
の
老
朽
化
に
伴
う
建

て
替
え
を
計
画
的
に
行
い
、

上
高
根
沢
地
区
の
「
の
び
の

び
保
育
園
」
を
平
成
10
年
度

に
建
て
替
え
る
際
、
以
前
よ

り
地
域
住
民
か
ら
要
望
の
あ

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

整
備
も
同
時
に
行
う
こ
と
と

な
り
、
保
育
園
・
図
書
館
・

コ
ミ
セ
ン
を
備
え
た
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ

　

町
で
は
、
国
の
過
疎
集
落

等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業

に
お
い
て
、
高
齢
者
等
の
移

動
を
支
援
す
る
生
活
交
通
の

実
証
実
験
事
業
を
申
請
し
て

い
ま
す
。
交
通
弱
者
の
足
と

な
る
に
は
、
ど
の
交
通
手
段

が
最
適
な
の
か
。
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
事
業
を
先
進

的
に
実
施
し
て
い
る
栃
木
県

茂
木
町
に
お
い
て
、
研
修
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

右・保育園棟、左・図書館棟（上高根沢ふれあいセンター）

と
に
な
り
ま

し
た
。

　

内
部
は
、

図
書
館
棟
と

保
育
園
棟
に

分
か
れ
て
お

り
、
中
央
の

多
目
的
ホ
ー

ル
（
保
育
園

遊
戯
室
）
が

共
有
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
棟
に
は
、

図
書
館
の
分
館
和
室
、
実
習

室
、
学
童
室
（
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
）
が
あ
り
、
世
代
を

超
え
た
交
流
の
場
と
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

◆
大
江
へ
き
地
保
育
所
の
入

所
児
童
が
年
々
減
少
し
て
い

る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
保

育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再

考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
場
と
生
涯
学
習
の
拠
点

施
設
が
あ
れ
ば
、
少
子
高
齢

化
で
も
活
気
の
あ
る
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
地
区
の
要

望
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
セ
ン
づ

く
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

共有スペースの多目的ホール

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

め
ぐ
る
く
ん

◇
町
営
バ
ス
は
、
乗
客
数
の

減
少
や
高
齢
者
の
利
便
性
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
平
成
23

年
４
月
に
運
行
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
９
月
に
廃
止
。

10
月
に
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
を
策
定
し
、
平
成

24
年
３
月
末
ま
で
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
実
証
実
験
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
本
運
行
を
開
始

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

運
行
エ
リ
ア
を
５
分
割
し

て
、
利
用
者
の
自
宅
ま
で
迎

え
に
行
き
、
目
的
地
ま
で
運

行
す
る
フ
ル
デ
マ
ン
ド
で
運

利用案内チラシ（茂木町作成）

行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
、
利
用
し
た

い
便
の
30
分
前
ま
で
に
予
約

を
行
い
、
住
ん
で
る
エ
リ
ア

内
及
び
各
エ
リ
ア
か
ら
市
街

地
エ
リ
ア
へ
の
移
動
は
、
基

本
料
金
３
０
０
円
で
、
ど
こ

で
も
乗
降
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
茂
木
町
は
本
町
と
同
じ
縦

長
の
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

路
線
バ
ス
運
行
に
不
向
き
な

山
間
の
地
域
や
交
通
空
白
地

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
デ
マ

ン
ド
交
通
に
移
行
し
た
と
こ

ろ
、
目
標
利
用
者
数
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

停
留
所
が
決
め
ら
れ
て
い

る
バ
ス
は
、
山
間
部
や
交
通

不
便
地
に
住
む
利
用
者
に
と

っ
て
は
使
い
勝
手
が
悪
く
、

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
現
状
を
考
え
る
と
、
フ
ル

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
需
要

が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。
町

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
公

共
交
通
の
検
討
の
必
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
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平成25年

第３回臨時会美濃さんを選任同意

副町長不在から、ようやく決定！

　

第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
26
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
（
補
正
予
算
）
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
が

上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

・一般会計（３回目の補正）※専決処分

0円（増減なし） 29億2412万9000円
・一般会計（４回目の補正）

116万7000円 増 29億2529万6000円

補 正 額 予 算 総 額

平成25年度会計　補正の結果

専
決
処
分

北
電
柱
の
光
ケ
ー
ブ
ル

移
設
費
を
承
認

　

一
般
会
計
予
算
は
、
北
電

柱
建
替
に
伴
う
光
ケ
ー
ブ
ル

移
設
工
事
費
、
ふ
れ
あ
い
遊

ト
ピ
ア
公
園
野
外
ト
イ
レ
浄

化
槽
放
流
ポ
ン
プ
等
修
繕
に

伴
う
指
定
管
理
委
託
料
な
ど

に
よ
る
補
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

銀
山
地
区
で
克こ

く
せ
つ雪
対
策

支
援
調
査
を
実
施

　

一
般
会
計
予
算
は
、
※

克

雪
体
制
支
援
調
査
事
業
に
係

る
経
費
、
北
電
柱
建
替
に
伴

う
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
費

な
ど
に
よ
る
増
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

補
正
予
算

　

美み   

濃の   
英ひ

で   
則の

り   

さ
ん

（
北
町
３
丁
目
）

◆
副
町
長 人

事

　

副
町
長
に
美
濃
さ
ん
を
選

任
す
る
こ
と
に
対
し
、
賛
成

７
・
反
対
１
（
投
票
）
で
同

意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
は

中
西
さ
ん
を
選
任
同
意

　

中な
か   

西に
し          

勇い
さ
む  

さ
ん

（
北
町
１
丁
目
）

◆
監
査
委
員
（
識
見
選
出
）

　

監
査
委
員
に
中
西
さ
ん
を

選
任
す
る
こ
と
に
対
し
、
全

員
賛
成
（
投
票
）
で
同
意
し

ま
し
た
。

雪
処
理
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成

◇近年、過疎化や高齢化が進み、雪かきを引き受

けてくれる人が不足していることから、銀山地区

をモデル地区とし、小樽商大の協力を得ながら、

克雪を中心とした地域の課題について、研究・調

査する事業です。

おしえて！ギモン博士！

克
こくせつ

雪対策支援調査事業とは

　

大
江
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
建

設
し
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、
平
成

26
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
27
年
度
に
建
設
工
事
を
行

う
計
画
で
、
大
江
地
区
の
地
域
住
民
と
協
議
を
重
ね
、

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
旧
大
江
小
学
校
等
の
解
体
は
、
旧
大
江
小
学

校
の
各
種
部
材
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
決
め

た
段
階
で
、
降
雪
前
の
早
い
時
期
に
工
事
を
実
施
で
き

る
よ
う
進
め
て
行
き
ま
す
。

◆
大
江
地
区
に
コ
ミ
セ
ン
建
設
へ

　

８
月
21
日
に
介
護
マ
ー
ク
名
札
交
付
事
業
実
施
要
綱

を
制
定
し
ま
し
た
。
介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
マ
ー

ク
名
札
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
に
介
護
中
で

あ
る
こ
と
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
介
護
環
境
の
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
名
札
は
、
縦

69
㎜
、
横
97
㎜
の
長
方
形
の
カ
ー
ド
で
、
静
岡
県
が
作

成
し
た
介
護
マ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
、
果
実
と
や
す
ら
ぎ

の
里
マ
ー
ク
と
町
名
を
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
ス
ト

ラ
ッ
プ
式
名
札
入
れ
に
入
れ
て
交
付
し
ま
す
。
介
護
マ

ー
ク
名
札
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
方
々
が
介
護

中
で
あ
る
と
認
識
で
き
、
地
域
で
の
見
守
り
、
支
え
合

い
を
促
す
一
助
に
な
る
こ
と
か
ら
、
町
民
及
び
各
事
業

所
に
周
知
を
図
り
、
普
及
を
図
り
ま
す
。
（
関
連
記
事

17
㌻
に
掲
載
）

◆
介
護
マ
ー
ク
の
カ
ー
ド
導
入

※克雪…除雪や積雪に伴う被害や問題を克服すること。

佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長佐藤町長のののののの

行政報告行政報告行政報告
administrative report

99-14.indd   14 2013/11/07   9:43:33
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合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

浄
化
槽
設
置
費
用
の
80
％
を
補
助

　

10
月
11
日
、
町
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事

業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
事
業

で
、
個
人
の
住
宅
等
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
工

事
に
対
し
、
設
置
費
用
（
住

宅
内
部
等
の
工
事
費
用
は
除

き
ま
す
）
の
80
％
（
国
31
・

８
％
、
町
48
・
２
％
）
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
「
浄
化
槽
を

待
ち
望
ん
で
い
る
町
民
の
た

め
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に

浄
化
槽
の
推
進
を
し
て
も
ら

い
た
い
」
「
こ
の
浄
化
槽
は

長
年
の
本
町
の
課
題
で
も
あ

っ
た
。
本
当
に
早
く
推
進
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
。

浄
化
槽
設
置
費
用
の
80
％
を

補
助
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、
川
の
環
境
整
備
に
繋
が

る
よ
う
、
多
く
の
方
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
町
長
か
ら
は

「
副
町
長
を
は
じ
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
が
お
互
い
に
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
手
を
携
え

て
、
早
急
に
こ
の
計
画
を
進

め
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

仁
木
・
然
別
・
大
江
・
銀

山
地
区
で
の
住
民
説
明
会
及

び
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

意
向
調
査
（
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
）
を
実
施
し
た
後
、
平
成

26
年
６
月
か
ら
の
事
業
実
施

を
目
指
す
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

全員協議会

浄化槽設置で川の環境保全を（余市川）

５人槽 ７人槽

工事費用
浄化槽設置費用（２割自己負担） １９４，０００円 ２４０，０００円

排水設備工事費（全額自己負担） ６００，０００円 ６００，０００円

工事費用　小計① ７９４，０００円 ８４０，０００円

浄化槽
使用に
かかる
費用　

電気代（12か月）② １２，０００円 １２，０００円

保守点検料③ ５９，２００円 ５９，２００円

法定検査料
（年１回）

１年目のみ④ １３，０００円 １３，０００円

２年目以降⑤ ８，０００円 ８，０００円

浄化槽使用にかかる費用　小計 ９２，２００円 ９２，２００円

合　計
設置初年度（①＋②＋③＋④） ８７８，２００円 ９２４，２００円

２年目以降（②＋③＋⑤） ７９，２００円 ７９，２００円

合併処理浄化槽設置及び使用にかかる費用（概算費用）

※１　上記の費用には、水道使用料及び機器類の修理費は含まない
※２　工事費用は、平成24年度単価で積算のため、施工年度により金額の変動あり
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委員会活動Report

12
月
定
例
会
で
も
実
施
！

質
疑
は
一
問
一
答
方
式
に

　

10
月
24
日
に
議
会
改
革
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
第
３

回
定
例
会
で
試
験
導
入
し
た

質
疑
・
質
問
の
方
式
（
一
括

か
ら
一
問
一
答
へ
変
更
）
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

　

定
例
会
閉
会
後
、
関
係
機

関
（
町
、
教
育
委
員
会
、
農

業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
）
に
対
し
、

意
見
聴
取
を
行
い
、
そ
の
意

見
を
踏
ま
え
、
再
協
議
し
ま

し
た
。

　

関
係
機
関
か
ら
「
一
問
一

答
の
導
入
に
関
し
て
は
、
答

弁
漏
れ
の
減
少
や
質
疑
・
質

問
及
び
答
弁
内
容
が
以
前
よ

り
わ
か
り
や
す
い
と
感
じ
た

が
、
質
疑
・
質
問
時
間
制
限

や
反
問
権
（
逆
質
問
）
の
付

与
に
つ
い
て
再
検
討
い
た
だ

議会改革

特別委員会

わ
か
り
や
す
い
議
会
へ
！

き
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

意
見
を
踏
ま
え
、
協
議
し

ま
し
た
が
、
意
見
が
ま
と
ま

ら
ず
、
継
続
協
議
す
る
こ
と

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

反
問
権
（
逆
質
問
）
に
つ

い
て
は
、
質
疑
内
容
の
明
確

化
や
論
点
整
理
の
た
め
に
付

与
し
て
い
る
町
村
も
あ
り
ま

す
の
で
、
他
町
村
の
運
用
方

法
等
を
研
究
し
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
開
催
の
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
も
、
一

問
一
答
方
式
の
試
験
導
入
を

行
い
ま
す
。

議会広報編集

特別委員会

議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
る
も
の

北
海
道
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

８
月
20
日
、
北

海
道
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る

議
会
広
報
研
修
会

が
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
、
委
員
全
員

で
出
席
し
て
き
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
深
沢
徹
氏
を
迎
え
、

講
義
で
は
、
「
議
会
情
報
の
的
確
な
取
捨
選
択
に
よ
り
、
重

要
な
情
報
を
確
実
に
報
道
し
、
住
民
に
と
っ
て
重
要
度
の
低

い
情
報
は
、
削
除
し
て
も
良
い
」
「
議
会
独
自
の
調
査
、
研

究
、
視
察
研
修
等
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
活
動
は
積
極
的

に
報
道
す
る
こ
と
」
「
議
会
改
革
に
対
す
る
取
り
組
み
が
住

民
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
」
な
ど
、

議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
て
い
る
【
あ
り
の
ま
ま
に
、
わ
か
り

や
す
く
、
住
民
と
と
も
に
】
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
重
要
性

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
を
含
め
た
12
町
村
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
議
会
広
報
を
深
沢
先
生
が
講

評
し
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
編
集
方
法
を
向
上
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
応
募
し
ま
し

た
。

　

応
募
し
た
議
会
広
報
は
第
96
号
で
、
高
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
決
算
監
査
の
報
告
や
決
算
金
額
の
数
字
表
記
に

つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
次
回
か
ら
は
そ
の
点
を
気

に
か
け
て
編
集
し
、
今
後
も
わ
か
り
や
す
い
議
会
広
報
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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追跡

あれからどうなった？
質問のゆくえ

カード導入に向け
進めていきます

　道内でも介護マークの普及を推進してお
り、後志管内では２町が取り組んでいるこ
とから、本町でもこのような取り組みが必
要と考え、導入に向け進めていく。

答 弁

議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査していきます。

介護マークの
カード導入を！

　介護する方が介護中であることを周囲に
知ってもらうため、在宅支援推進の一環と
して介護マークのカードを作成し配布すべ
きと考えるが、町長の見解は。

（平成25年第２回定例会・一般質問より）

　介護する方が介護中であることを周囲に

質 問

　８月21日に介護マーク名札交付事業がスタート
しました。認知症や障がいのある方の介護は、周
囲から見ると介護していることがわかりにくいた
め、介護する方が介護中であることを周囲に理解
していただくためのマークです。
　介護マークは、役場の介護保険係で交付してい
ます。

介護マーク導入決定！
ただいま交付中です！

　８月 日に介護マーク名札交付事業がスタート

現 在

↓
↓

あれから…こうなりました

議会広報編集

特別委員会

一
般
質
問
で
紙
面
を
充
実

議
会
広
報
先
進
地
研
修
視
察　

８
月
26
日
に
議

会
広
報
先
進
地
研

修
視
察
（
後
志
管

内
倶
知
安
町
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
議
会

は
、
今
年
の
北
海

道
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
議
会
だ
よ
り
の
目
的
と
経
緯
、
編
集
の
形
態
、
発

行
形
態
及
び
予
算
、
配
布
方
法
、
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
議
会
の
議
会
広
報
の
強
み
は
、
何
と
言
っ
て
も

一
般
質
問
で
、
先
輩
議
員
か
ら
「
一
般
質
問
は
毎
回
、
全
員

が
行
う
こ
と
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
伝
統
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
一
般
質
問
は
議
会
の
花
形
、
議
会
広
報
で

も
花
形
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
が
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
議
会
広
報
全
体
に
議
会
と
し
て
の
姿
勢
が
表
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
紙
発
行
基
本
方
針
を
立
て
、
方
針
に
基

づ
き
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
視
察
に
訪
れ
た
上
富
良

野
町
議
会
も
発
行
要
領
を
定
め
て
い
ま
し
た
。
要
領
等
を
定

め
て
お
く
こ
と
で
、
誰
が
委
員
に
選
任
さ
れ
て
も
ス
ム
ー
ズ

な
発
行
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
本
委
員
会
で
も

早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
き

議
会
だ
よ
り

平
成
25年

11月
14日

発
行

〒
048-2492  北

海
道
余
市
郡
仁
木
町
西
町
１
丁
目
36番

地
１

℡
．
0135-32-3954　

ＦＡＸ ．
0135-32-3963

第
9
9
号

次の議会は

ぜひ傍聴に来てください

（12月下旬を予定）
12月定例会

◆

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長

　
山
下
　
敏
二

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
住
吉
　
英
子

副
委
員
長

　
嶋
田
　
　
茂

委
　
員

　
大
野
　
雅
義

委
　
員

　
上
村
智
恵
子

絆
～家族のつながり～

町
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　
　
も
っ
と
積
極
的
に
！

安
崎
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
北
町
４
）

北
町
在
住
の
安
崎
正
樹
さ
ん
は

三
世
代
家
族
！

家
族
み
ん
な
で
観
光
農
園
を
営

ん
で
い
ま
す
。

「
ト
マ
ト
を
メ
イ
ン
に
、
さ
く
ら

ん
ぼ
、
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、
プ
ル

ー
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
畑
は

全
部
合
わ
せ
て
１
８
０
㌃
あ
り
、

観
光
農
園
を
営
ん
で
い
ま
す
」

「
耕
作
放
棄
地
を
ど
う
に
か
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
草
が
伸
び
放
題

の
農
地
を
見
る
と
、
本
当
悲
し
く

な
り
ま
す
ね
。
あ
と
、
町
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
も
っ
と
積
極
的
に
行
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
直
売
の
あ

り
方
も
考
え
な
い
と
…
道
の
駅
が

あ
れ
ば
良
い
ん
だ
け
ど
ね
」

　

町
に
対
し
て
、
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　

農
作
物
は
何
を
栽
培
し
て
い
る

ん
で
す
か
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

嶋
田　

茂
）

編
集

　
後
記

　
寒
さ
が
一
段
と
身
に
凍
み
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
は
、
ど
ん
な
寒
さ
に

な
る
の
か
…
少
し
で
も
暖
か
な

気
候
と
話
題
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
９
月
定
例
会
で
は
、
質
疑
（
質
問
）
を
従

来
の
一
括
質
疑
（
質
問
）
方
式
か
ら
、
一
問
一
答
方

式
の
採
用
に
向
け
、
試
験
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
さ
れ
た
方
へ
感
想
を
聞
く
の
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
定
例
会
で
も

試
験
的
に
導
入
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
感
想
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
議
会
っ
て
わ
か
り
づ
ら
い
」
と
の
声
か
ら
始
め

た
議
会
改
革
。
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
い
議
会
へ
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
声
を
も
っ
と
聞
き
た
く
、
報
告

会
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
身
近
な
議

会
を
目
指
し
、
今
後
も
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〈
上
村
智
恵
子
〉

輝く町民さんを紹介！

人まちの（
取
材　

嶋
田　

茂
・
大
野
雅
義
）

町
指
定
郷
土
芸
能

　
阿
波
踊
り
仁
木
連
の
皆
さ
ん

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

「
忙
し
く
て
、
議
会
傍
聴
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
議

会
が
あ
っ
た
ら
、
傍
聴
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

表
紙
を
飾
っ
て
く
れ
た
の
は
、

家
族
の
ア
イ
ド
ル
・
ア
オ
ち
ゃ
ん

で
す
。
モ
デ
ル
の
よ
う
に
ポ
ー
ズ

を
決
め
、
最
後
に
「
ラ
ブ
注
入
」

で
撮
影
終
了
。
ア
オ
ち
ゃ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
！

「
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆　

同
じ

阿
保
な
ら
踊
ら
な
そ
ん
そ
ん
」
の

か
け
声
で
お
馴
染
み
、
町
内
の
各

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
郷

土
芸
能
・
阿
波
踊
り
仁
木
連
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

阿
波
踊
り
仁
木
連
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
50
年
に
姉
妹
町
で
あ
っ

た
徳
島
県
川
島
町
（
現
・
吉
野
川

市
）
か
ら
踊
り
手
30
名
を
招
き
、

町
内
を
練
り
歩
い
た
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
翌
年
の
昭
和
51
年

に
１
０
０
名
余
り
の
会
員
に
よ
り

仁
木
町
阿
波
踊
り
会
を
設
立
し
、
今
年
で
37
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

最
大
で
１
８
０
人
以
上
い
た
会
員
も
、
現
在
27
人
。
下

は
５
歳
か
ら
上
は
82
歳
と
、
ど
の
年
代
か
ら
も
親
し
ま
れ

る
郷
土
芸
能
な
の
だ
と
伺
え
ま
す
。

先人の郷土・徳島に思い馳せ…
「
平
均
年
齢
も
60
歳
く

ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
若
い
人
が
入
っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
深
澤
連

長
。
保
育
所
や
小
中
学

校
で
子
ど
も
た
ち
に
阿

波
踊
り
を
指
導
し
た
い

と
の
お
話
か
ら
、
伝
統

あ
る
郷
土
芸
能
を
絶
や

す
こ
と
な
く
受
け
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止
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